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硬 式 野 球 部 安　土　直　輝
柔 道 部 安　藤　雄一郎
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弓 道 部 笹　沼　亮　介
水 泳 部 立　入　啓　浩
剣 道 部 藤　根　正　義
ボ ー ト 部 村　上　良　太




ボ ー ト 部 大　野　弘　迪
卓 球 部 熊　野　惇　規
アメリカンフットボール部 坂　田　光　央
卓 球 部 坪　野　佳奈子























































































































































　　　　　　　 （Nano-Interface Photonics （SEI 
Group CSR Foundation））
















































































































































































































































































































































































今年はG30（グローバル30：Global 30 Project for 


























は，「Internationalizing the Curriculum: The role 
and impact of programs with English as a 
language of instruction（カリキュラムの国際化：英
語を教授語とするプログラムの役割と影響力）」
「Current Institutional Initiative of the Global 30 
Project（グローバル30における大学戦略の今）」




Domestic Students 2（ 国 内 学 生 の 国 際 化 ２）」
「Efforts to Increase Institutional Capacity for 
Students’ International Learning Opportunities（学
生の国際的な学習機会提供についての大学のキャパ
シティー向上の試み）」の２テーマについて，各大学
の報告と活発な討論が行われた。大学の国際化を推
進する上で問題となる点などについて，国際交流の
実務担当・責任者が意見交換することにより，参加
各大学における国際活動の質が高められるとともに，
国内の諸大学とアジアの主要大学との間の交流が更
に活発化することが期待される。
第６回ユニバーシティ・アドミニストレーターズ・ワークショップ／
G30合同ワークショップを開催
 （研究国際部）
ワークショップ出席者集合写真
歓迎の挨拶をする松本総長
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高等教育研究開発推進センターは，3月17日
（木）・18日（金）の両日，吉田南構内および百周年時
計台記念館において第17回大学教育研究フォーラム
を開催した。
初日の全体シ
ンポジウムでは，
3月11日に発生
した東日本大震
災で亡くなられ
た多くの方々へ
の哀悼の意を込
め，参加者全員
の黙祷から開始
された。シンポ
ジウムは「単位制度から見る教授学習・カリキュラ
ム」と題して行われ，森　利枝大学評価・学位授与
機構学位審査研究部准教授による「単位制度の基盤
と今日的課題－時間と成果－」，溝上慎一当センター
准教授による「大学生の授業外学習の実態と成長指
標としての授業外学習」，森本　剛本学大学院医学
研究科附属医学教育推進センター講師による「医学
教育におけるモジュール制カリキュラムと履修制
度」，伊藤浩行広島大学大学院工学研究院准教授に
よる「工学系数学における新たな授業制度の試み－
週複数回授業，成績更新型履修制度，単元クレジッ
ト制－」，澤登秀雄創価大学教務部課長による優秀
学生を抽出して国際的に活躍する人材育成のための
「オナーズ・プログラムの可能性－学習時間の確保
と学習コミュニティの形成－」の報告があった。そ
の後，質問票による質疑を含めて話題提供者中心の
ディスカッションが行われ，15回の授業実施の是非
が議論されている昨今，授業外学習が授業の２倍必
要とされる単位制度の趣旨に立ち返って，実質的な
学びを引き出す教育的工夫と単位制度そのもののあ
り方を模索する必要性のあることが浮き彫りにされ
た。
大学教育改善の実践やFDに関わる個人研究発表
は，70件を超える申込みのなかに地震によるキャン
セルもあったが，２日間にわたり10の会場で59件が
無事行われた。また，小講演では，大学教育への
ICT利用，高等教育の質保証，プレFD，学生支援，
職員のためのSDなどをテーマに８名による講演が
行われた。２日目のフォーラムの最後には，特別企
画ラウンドテーブルを含むラウンドテーブル８件を
行い，大学教育の最新の知見と実践に関して，各会
場で活発な討論が交わされた。
この大学教育研究フォーラムには，未曾有の大災
害の折にもかかわらず，関東方面からシンポジスト，
講演者の方々も駆けつけてくださり，２日間で学内
外の大学関係者計439名の参加者とともに，本学お
よび全国の大学の教育改善のためのリソースをまた
一段集積することができた。
 （高等教育研究開発推進センター）
高等教育研究開発推進センターが第17回大学教育研究フォーラムを開催
シンポジウムの様子 会場の様子
講演中の森本講師
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図書館機構では，「京都大学の国際戦略」に基づ
き，国際交流推進機構の基盤強化経費の助成を得て
図書系職員の海外調査研修を毎年実施している。
平成22年度の派遣者は，本学英語研修の受講者の
中から，附属図書館情報管理課電子情報掛長の西村
暁子氏および同情報サービス課資料運用掛員の
大前　梓氏に決定した。両氏は，平成23年２月27日
から３月６日までトロント大学，クイーンズ大学，
カナダ国立図書館・文書館，CANADIANA，オタ
ワ大学，マギル大学の６機関を訪問し，カナダの大
学図書館や国立図書館における資料の電子化の動向，
利用者サービスの動向について調査を行った。両氏
は，本調査研修の計画段階から調査実施まで，本学
の英語研修で得たコミュニケーション能力を活かし
て交渉・インタビューにあたり，多くの成果を持ち
帰ることができた。今後図書館機構では，全学の図
書系職員を対象に報告会を行い，その成果を全学で
共有する予定である。
なお，研修の成果報告書は，国際交流推進機構の
ホームページに掲載している。
http://www.opir.kyoto-u.ac.jp/opir/s_haken/tosho.html
 （附属図書館）
図書系職員の海外調査研修を実施
新しい広報媒体の一つとして，タッチパネル式の
紹介コンテンツが完成し，3月31日（木）に百周年時
計台記念館内のディスプレイに搭載した。
松本　紘総長は実際にパネルを操作し，学部・研
究科の紹介映像を熱心に見られ，このコンテンツに
より同記念館を訪れる多くの方々に効果的に本学を
紹介できると満足されていた。
早速，同記念館への訪問者が視聴されており，今
後の活用が期待される。
なお，平成23年度は，研究所・センター版のコン
テンツを制作する予定である。  （総務部）
京都大学紹介コンテンツ（学部・研究科版）が完成
クイーンズ大学図書館前にて（大前氏）
コンテンツを確認する松本総長
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このたび，三
み
室
むろ
　守
まもる
人間・環境学研究科教授，菊
きく
地
ち
宏
こう
吉
きち
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意
を表します。以下に両氏の略歴，業績等を紹介します。
訃報
三室　守先生は，２月８日
逝去された。享年61。
先生は，昭和48年３月東京
大学理学部を卒業し，同53年
３月東京大学大学院理学研
究科博士課程を修了し，同年
４月から日本学術振興会奨
励研究員，同55年４月岡崎国立共同研究機構基礎生
物学研究所助手に就任された。この間，スイス連邦
工科大学生物物理学研究所ならびにアメリカ合衆国
スミソニアン研究所において研究に従事された。平
成８年10月同助教授に昇任し，同９年１月山口大学
理学部教授に就任された。平成14年４月京都大学大
学院地球環境学堂教授（大学院人間・環境学研究科
教授を兼務）に異動され，同20年４月人間・環境学
研究科教授に配置換となった。この間，地球環境学
堂副学堂長，評議員を務められ，大学の管理運営に
果たされた功績は極めて大きい。また，平成22年４
月から逝去されるまで評議員を務められた。
先生は，終始一貫して，植物・藻類の光合成の光
捕集色素系に関する研究を推進された。その中でも
国際的に高く評価されている成果は次のとおりであ
る。
・シアノバクテリア（藍藻）の光合成・光捕集色素系
の分光特性の解明と光エネルギー移動過程の時間分
解測定による可視化
・光合成系におけるカロテノイドに関する機能の解
明
・特異なシアノバクテリアの光合成系を活用した光
合成光化学系の反応機構に見られる普遍的な機能原
理の解明
・現在の地球環境を形成した酸素光合成系生物の起
源と進化に関する研究
また，国内外における光生物学・光合成研究に関
する学際的な交流場形成にも大きな貢献をされた。
以上のように，先生は，本学の教育と研究に従事
され，管理運営においても多大の貢献をされた。
 （大学院人間・環境学研究科）
三室　　守　人間・環境学研究科教授
菊地宏吉先生は，３月26日
逝去された。享年75。
先生は，昭和34年３月北海
道大学理学部地質学鉱物学
科を卒業後，同年４月財団法
人電力中央研究所に入所，主
任研究員ならびにエネル
ギー開発本部新・省エネルギー技術開発部次長等の
役職を歴任され，同57年６月に退職された。昭和57
年７月東電設計株式会社に入社，理事を務められた
後，平成２年３月京都大学に招請されて工学部教授
に就任，資源工学科応用地質学講座を担任された。
平成８年４月大学院重点化改組により資源工学専攻
地殻開発工学講座地質工学分野を担任された。平成
12年３月に停年により退職され，京都大学名誉教授
の称号を受けられた。退職後は，東電設計株式会社
最高顧問を務められた。
先生は，主にエネルギー土木分野における地質工
学および岩盤工学に関する研究を行われ，特に，土
木・岩盤構造物基礎岩盤の評価，不連続性岩盤のモ
デル化および解析，岩盤改良技術に関する多くの独
創的かつ実用的な優れた研究業績を挙げ，斯学の進
歩に多大な貢献をされた。
先生は，学内外の専門分野の教育にも多大な貢献
をされ，多くの人材を育成された。また，岩の力学
連合会理事長，土木学会・地盤工学会・日本材料学
会等の岩盤工学関連委員会の委員長を務められると
ともに，国際岩の力学学会においては，試験法委員
会委員，国際会議組織委員会委員，国際ワークショッ
プ組織委員長，評議会日本代表等の要職を歴任され
た。
 （大学院工学研究科）
菊地　宏吉　名誉教授
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ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail.adm.kyoto-u.ac.jp
